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１．議事次第

分科会は合計２時間で行います

時間 内容

１ 開会 5分

①挨拶
②出欠確認（出欠表の記入）
③前回の検討内容（議事録・整理表）の確認

５ 閉会 5分

①次回の内容
②次回の日程
③意見・質問
④最終総括（会長）

①検討の進め方に関する説明
②本日の目標確認10分検討の進め方

次第

２

４ 10分とりまとめ

３ 話し合い 90分
①施策・事業案の検討

②合同会に向けての準備
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２．本日の分科会の目標

合同検討会と全体会に向けて、施策と事業の立案を進めます

特に事業の具体的な中身（事業の特色、対象と主体、成功のポイント等）について議論します

 ※全体会の資料のかたちに皆様のアイデアを反映させることが重要です
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重点課題 重点目標 施策 事業

３．全体会での資料イメージ

 重点課題・施策体系

①圏域ナンバー１商業

 
都市としての中心市

 
街・企業再生

 

①圏域ナンバー１商業

 
都市としての中心市

 
街・企業再生

②消費生活の質の向上

 
と地域ｺﾐｭﾆﾃｨの活性

 
化を通じた市民満足

 
の向上

 

②消費生活の質の向上

 
と地域ｺﾐｭﾆﾃｨの活性

 
化を通じた市民満足

 
の向上

地域内中小企業が事業

 
を維持発展させるため

 
に、経営基盤強化の支

 
援サービスを行う

 

地域内中小企業が事業

 
を維持発展させるため

 
に、経営基盤強化の支

 
援サービスを行う

地域内外の消費者が多

 
様なニーズを満たせる

 
ように、地域内商店

 
街・専門店街の活性化

 
支援ｻｰﾋﾞｽを行う

 

地域内外の消費者が多

 
様なニーズを満たせる

 
ように、地域内商店

 
街・専門店街の活性化

 
支援ｻｰﾋﾞｽを行う

中小企業の情報リテ

 
ラシー向上支援

 

中小企業の情報リテ

 
ラシー向上支援

資金調達をはじめと

 
する経営資源の確保

 
支援

 

資金調達をはじめと

 
する経営資源の確保

 
支援

中小企業経営トップ

 
の能力開発・人材育

 
成支援

 

中小企業経営トップ

 
の能力開発・人材育

 
成支援

・・・・・・

・・・・・・
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重点課題１．

重点目標：「

 

」
（以下目標の解説）

重点目標：「

 

」
（以下目標の解説）

事業名 対象 目的 事業概要

施策①：

 
「

 

」

 
（以下施策の解説）

施策①：

 
「

 

」
（以下施策の解説）

事業名 対象 目的 事業概要

施策②：

 
「

 

」

 
（以下施策の解説）

施策②：

 
「

 

」
（以下施策の解説）
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４．重点課題の確認

 
市民福祉分野の重点課題（第６回分科会検討結果、0516修正）

課題 背景・理由 やるべきこと

障害者福祉における参加と交流

 
の充実

市の施設や駅、道路等では、改善の余地はあるものの、
バリアフリーがある程度進んでいる。

しかし、市民は障害者について理解し、行動できていて
いるかという点では、心のバリアが残っている。

心のバリアフリーが進んでいない原因の1つには障害
者と接することの少ないことがある。

障害者とともに何かの活動をしたり、過ごしたりする
経験を促す。

例えば、総合的学習や生涯学習の場で障害者の話を
聞いたり、何かの活動をともにしたりする経験を積め
るようする。

市の問い合わせ窓口の集約化

市では、福祉に関係する問い合わせや相談のサービス
はある程度のものが揃っている。

しかし、事故や災害等のため、誰もが福祉のニーズを
突然に持つ可能性がある。その際に市民が問い合わせ
の電話番号を知らなかったり、多種の番号があって迷う
ようでは不便である。

縦割りではなく、市民からの問い合わせは集約化し、
その集約化したところから各専門部署につなぐように
する。

問い合わせ番号も少数に限定し、市の広報誌等を通
じて周知させていく。

福祉サービスにおける効率的な

 
ネットワークづくり

ねたきりの高齢者等、地域にあまり出てこない人に対し
てはボランティア、保健師、民生委員等が訪問している
ことが多い。

しかし、誰に訪問しているのかについての情報が整備さ
れていないため、サービスを受けられていない人や類
似サービスがバラバラに提供されている人がいるなど、
サービスのネットワークが効率的ではない。

誰が誰を訪問しているのかというアクセス情報を市が
収集し整理する。

サービスにもれている人がいる場合には、本当に
サービスが必要とされていないか、類似サービスがバ
ラバラに提供されている場合には、連携を図る必要は
ないのか等について調査し、対応を進める。
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４．重点課題の確認

 
市民福祉分野の重点課題（第６回分科会検討結果、0516修正）

課題 背景・理由 やるべきこと

高齢者の健康づくり

医療・介護費などの福祉サービスによる支出は市の財
政を悪化させる可能性がある。

病気にならないように、健康づくりに取り組むことが、医
療・介護費の抑制につながる。

モデル地区を設定し、被験者の高齢者に対して運動、
食事、休養などについての指導を行い、それに沿って
生活してもらう。

実験からは健康づくりの効果をデータの形で把握でき
る。

効果があらわれた生活パターンで暮らしてもらえるよ
う、他の地区にも広げていく。

子どもの居場所づくり

⇒教育文化振興分科会と調整

少子化を背景に異なった年齢の子ども同士が遊ぶ機
会が減っている。

凶悪犯罪の発生を背景に子どもを安心して遊ばせるこ
とのできる場所も少なくなっている。

子育て支援センターの数は少ない。

新しい施設を建設するのではなく、学校を活用した放
課後の子どもの居場所づくり

高齢者をはじめ様々な人と交流できる場にする

仕事と子育ての両立の支援

⇒産業振興分科会と調整

これまで仕事と子育ての両立が難しかったことが少子
化の背景にはある。

次世代育成支援計画等の取り組みがなされてはいるも
のの、具体的な成果には結びついていない。

子育てのしやすい働き方を実践するには企業等の努力
が不可欠である。市は企業等の取り組みを支援する必
要がある。

子育てのしやすいファミリーフレンドリーな企業を市が
独自に認定し、表彰する。

企業にとってはPRの場としてもらう。
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４．施策・事業案の確認

 
重点課題：市の問い合わせ窓口の集約化

施策目標 施策 事業
市の問い合わせ電話番号の一本化
・番号の市民への周知の徹底（市の広報誌に毎回掲載する等）

福祉全般の一次対応が可能な人材の育成

マニュアルの整備（IT化したもの）による迅速・適切な対応

市民が生活全般に関する問い合
わせ・相談について、とまどうこと
なく適切な部署等に連絡がとれ、
円滑に福祉サービスが受けられ
る体制を整備する

市役所の福祉窓口の集約化

市役所の問い合わせ窓口の対応
能力の強化
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４．施策・事業案の確認

 
重点課題：福祉サービスにおける効率的なネットワークづくり

施策目標 施策 事業
在宅高齢者等への連絡・相談担当者の設置
・複数人が望ましい
・市役所職員である必要性はなく、ボランティア、保健師、民生委員等日ごろ高齢者等に
会う機会が多い人が主体となる
・ケアマップを作成し、必要な人（独居の高齢者等）に担当者が設置されているか確認する
ケアネットワークの拠点の機能強化
・独居高齢者等の安否を推測できる情報（水道の利用状況等）の収集、集約
・高齢者等を訪問する担当者の募集、配置調整

市の多様な福祉資源を市民が有
効に活用することによって、安心
が得られる環境を整備する

在宅の高齢者等が安心して生活で
きるようケアネットワークを構築す
る
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４．施策・事業案の確認

 
重点課題：子どもの居場所づくり

施策目標 施策 事業

小中学校の空き教室を利用して、子どもや市民（地域住民）の活動拠点をつくる

学童保育に中高生の社会参加の機会を加える

親子で楽しめる農園、野外活動の促進（羽木プレーパーク）

地域住民の参加を得て、生涯学習センター版街の先生とし、子ども用の活動プログラムを
展開する

小規模な居場所の設置、身近な地域での預かりボランティア（ママさん保育の学童版）

※原則として各施策・事業には障害児を含む。

大人や異年齢児など地域住民の
共生を通して、子どもたちの健や
かな心と身体を育みつつ、互いに
育ち合う居場所をつくる

子どもの健全な育ちと社会参加の
促進のための居場所づくり

異年齢交流を通しての発達の機会
の提供

地域住民との交流による相互の育
ちの醸成
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４．施策・事業案の確認

 
重点課題：高齢者の健康づくり

施策目標 施策 事業
実験的に”健康づくり生活”を実施する「健康づくりパイロットプラン」
※健康診断だけではなく、健康調査を行う
※医療費を把握し、健康によい生活の効果を検証する

健康な人に対する保険料の還元

健康づくり教室

高齢者が若い世代や子どもと交流する

高齢者のボランティア参加の促進

高齢者向け教室（体操、ダンス、料理等）

しゃべり場、サロンの提供（老人会、公民館等を活用）

独居高齢者等を孤独にしない（遠くから見守ることも必要）

高齢者がやすらぎと生きがいを
持って生涯健康で過ごすことがで
きるように、効果的な健康づくりの
方法を提供する

健康づくりの方法の提供・普及

ふれあいと生きがいをもてる環境
づくり（友達づくり）
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４．施策・事業案の確認

 
重点課題：障害者福祉における参加と交流の充実

施策目標 施策 事業

市民から障害者と交流する人を公募する

障害者との交流を大学の科目とし、単位を認定する

ノーマライゼーションの学習を学校で必修化する
※障害者の体験を学校で聞ける機会を設ける

バリアフリーの進捗度を障害者が総点検し、建築基準に生かす

難病の障害者へのガイドヘルプ
※中途視力障害者の多くは点字を読めない
※県ではヘルパーの募集があるが、宇都宮市にはない

障害者向けセミナー

まち歩き支援
※障害者が買い物等で外へ出歩けるように支援する
様々な企業の従業員を障害者の働く場に派遣、障害者も企業での就労を体験
※双方向のインターンシップ
仕事創出の勉強会
※売れるものをつくれるように

障害者に対して周りの市民が自
然に接することができ、障害者が
引け目を感じない社会をつくる。
そのために障害者の社会的自立
と就労を支援する。

障害者と継続的に交流できる社会
づくり

バリアフリーと地域生活支援

障害者の就労環境の整備
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重点課題１．高齢者の健康づくり（作成例）

 

（注）一部前回までの検討結果に加筆修正を加えている

重点目標：「高齢者がやすらぎと生きがいを持って生涯健康で過ごすことができるように、効果的な健康づくり

 
の方法を提供する」

 
・高齢者が生きがいをもって生き生きと過ごすためには、治療が中心の医療ではなく、健康づくりの取り組みが重要である。
・医療・介護費などの支出は市の財政を悪化させる可能性がある。健康づくりに取り組むことは、医療・介護費の抑制にもつながる。

重点目標：「高齢者がやすらぎと生きがいを持って生涯健康で過ごすことができるように、効果的な健康づくり

 
の方法を提供する」
・高齢者が生きがいをもって生き生きと過ごすためには、治療が中心の医療ではなく、健康づくりの取り組みが重要である。
・医療・介護費などの支出は市の財政を悪化させる可能性がある。健康づくりに取り組むことは、医療・介護費の抑制にもつながる。

事業名 対象 目的 事業概要

実験的に”健康づくり生活” 
を実施する「健康づくりパイ

 
ロットプラン」

健康づくりに関心のある市

 
民（高齢者）

健康づくりの効果的な方法を実

 
験し、開発する。

効果的な方法を広く情報提供す

 
る。

・モデル地区を設定し、被験者の高齢者に対して運動、食事、休養な

 
どについての指導を行い、それに沿って生活してもらう。

・実験からは健康づくりの効果を疾病の発症具合や医療費などの客

 
観的なデータの形で把握する。

・実験には大学医学部等の協力を得る。

・効果があらわれた生活パターンで暮らしてもらえるよう、モデル地区

 
以外にも活動を広げていく。

・将来的には市外にも広く情報提供し、宇都宮は高齢者の生き生きと

 
して活躍しているまちとして認識してもらう。

健康な人に対する保険料の

 
還元

医療費が低額だった市民

 
（高齢者）

高齢者が治療ではなく、予防に

 
力を入れるよう、健康づくりに励

 
み成果が現れた人には金銭的な

 
メリットを与える。

・医療費が低額の人、健康づくりに励んだ人等を市の第三者機関が

 
審査し、保険料の還元を行う。

・市のみで制度変更が難しい場合には県や国に提案し、場合によっ

 
ては特区申請する。

施策①：「健康づくりの方法の提供・普及」
・これまで健康づくりについては、意識啓発や教育がなされてきた。しかし客観的なデータに乏しかったため、説得力が弱かった。
・本施策では、健康づくりに効果的な方法を科学的に検証し、市民に広く情報提供する。

施策①：「健康づくりの方法の提供・普及」
・これまで健康づくりについては、意識啓発や教育がなされてきた。しかし客観的なデータに乏しかったため、説得力が弱かった。
・本施策では、健康づくりに効果的な方法を科学的に検証し、市民に広く情報提供する。

P5～6 
参照

P10 
参照

P10 
参照
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重点課題１．高齢者の健康づくり（作成例）一部前回までの検討結果に加筆修正を加えている

事業名 対象 目的 事業概要

しゃべり場、サロンの提供

高齢者のボランティア活動促

 
進

施策②：「ふれあいと生きがいをもてる環境づくり（友達づくり） 」
・高齢者が生き生きと過ごすためには、体の健康だけではなく、心の健康が重要となる。
・心の健康の増進には、友人とのふれあいや、やりがいのある生きがいづくりが大切となる。

施策②：「ふれあいと生きがいをもてる環境づくり（友達づくり） 」
・高齢者が生き生きと過ごすためには、体の健康だけではなく、心の健康が重要となる。
・心の健康の増進には、友人とのふれあいや、やりがいのある生きがいづくりが大切となる。

前頁の作成例を参考に
作成してください。

必要な場合は、事業案の

 
追加や整理（統合）を行っ

 
てください。
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